
教室談話における教師の「ハイ」の機能  

一話魔の完成という観点から－  
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1． はじめに   

ある上級の日本語学習者が、他の学生や教員の前で発表するときに、「ハイ」という言語  

形式をよく挿入し、違和感をもったという日本語母語話者の話を聞いたことがある。発表  

という談話の性質上、発表の途中に質問が行われるとは考えられないため、あいづちや応  

答の「ハイ」とはいえず、ここでは、ある種のフィラーlとして用いられていると考えられ  

る。鵬一方、同じ言語形式を、聞き手の質問がほとんどない教室の談話で教師が、同じよう  

に用いたとしたら、全く違和感がないのではないだろうか。   

教室談話においては、あいづちや応答の役割を果たさない「ハイ」という露語形式が教  

師によって、よく用いられる。対話や講演などの談話では「ハイ」という形式は、あいづ  

ちや応答以外には、ほとんど用いられないが、教室談話では、ほかの談話に比べ圧倒的に  

多く用いられる2。石井（1997a）では、教室談話に特有の言語形式がみられると主張され、ま  

た、茂呂（1997）でも、ある人や集団には、話し方の「型」があると主張されているように、  

「ハイ」がよく使われることも、教室談話の特徴的な「型」にあてはまっているからであ  

り、教室談話に特有の「ハイ」の役割があるためではないかと考えられるのではないか。  

教嚢談話での「ハイ」の機能を分析することにより、先述の学生の「ハイ」の使用の不自  

然さを説明できると考えられる。   

本稿では、2時間分の教室統語の詳細な分析から、「ハイ」には、rひとまとまりの語感  

が完成したことを示す機能」という中心的な機能と、「一度流れをとめ、生徒の注意をひき  

つけ、教師の意図通りに次の指示や発問をする機能」や「それた話題をもとに戻す機能」  

があることを主張する。  

2．「ハイ」の役割に関する先行研究と本稿の立場  

1本稿では、「フィラー」という用語を山根（2002：49）および野村（1996）を参考に「それを削除しても発詣の  

実質的意味が変わらず、本来的意味をもっものについてはその意味から離れて用いられる、発話の一部分  

を埋める語句」と定義して用いる。  

2山根（2002）でも、取り上げられている4種類の談話（講演の談話、留守番電話の談話、対話、電給の統話）  
すべてにおいて、ほとんど現れてこない。各談話のフィラー組数に対して、いずれも1％未満である。一方、  

本稿で取り上げた資料（学習塾の中学3年生向け社会科の教室談話1時間分）では6．8％がーハイ」であった。  

また、小学校国語科の教養談話を取り上げた石井（1997）にも ＝はい」「じやあ」†さあ」rちょっと」の多  

用が見られるb．21）j と述べられている。  
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学校などにおける日本語の教室談話における研究は、それほど多くないが、最近では教  

室談話の構造を分析した研究（茂呂1991、茂呂1997）や、教室談話における繰り返しの機能  

の研究（熊谷1997a）、教室談話でよく現れる表現に着目した研究（石井1997a、1997b）など  

がある。   

石井（1997a、1997b）は、教室談話では、「はい」「じやあ」「さあ」が現れやすいとして、  

実際の教室談話を分析して、それぞれの役割を考察している。「はい」に関しては「教師が  

次の指示のためにそれまでの流れを区切り、注目をひきつける機能をもっている（1997a、  

p．23）」と述べられており、「じやあ」「さあ」とともに「授業を予定どおりに管理・進行し  

ようという教師の意識と密接なものがある（1997a、p．23）」とされる。他の言語形式との共  

起から、その機能を分析した点は興味深く、また「はい」に談話を管理する機能があると  

示しているものの、それ以上の言及はない。   

一方、教室談話以外も含めた「ハイ」に着目した研究は、冨樫（2002）などがある。冨樫は、  

応答でもあいづちでもない「ハイ」を「トピックの切れ目に現れる（p．138）」としており、「提  

示された情報が不完全（中途半端な）ポイントではb．140）」現れず、「情報がある程度まとま  

った形で提示された後か、あるいは逆に全く出ていないポイントのどちらかb．140）」で現  

れるとしている。また、同じように用いられる rハイ」と「ウン」を比較し、「相手に提示  

できるような形で完成された情報の場合は「はい」が用いられb．141）」るとしている。   

本稿では、「ハイ」が談話のどのような場面に現れやすいのかを観察することにより、そ  

の機能を分析する。石井では「はい」「じやあ」「さあ」と分けて考察しているが、そのう  

ち「ハイ」のみを取り上げ、また、前後の文脈からその機能を考察する。石井の「注目を  

ひきつける」以上の役割を果たしていることを主張する。また、冨樫は作例により「ハイ」  

の機能を分析しているが、本稿では自然談話においてどのように現れるのかを考察するこ  

とで、機能を明確化する。また、同じ場面の一部を変えることで、「ハイ」の挿入が白熱こ  

なったり不自然になったりすることからもその機能を考察する。  

3．分析資料の概要   

本稿で分析に用いた資料は、千葉県内の学習塾における中学3年生むけ社会科の授業2  

時間分の文字化資料である。教師の年齢は21歳（録音当時2006年8月）。授業は詳細なプ  

リントが配布されており、授業はそのプリントにそって行われる。生徒の発話や教師の問  

いかけはほとんどみられない。また、文字化にあたっては、山根（2002：224－225）を一部改訂  

したものを用い、分析は、フィラーの形式ごとに分けて分類し、フィラーの総数に対する  

割合を算出した。その結果は表1に示した。   

分析に用いた授業2時間分（教室談話1：1時間7分40秒、教室談話2：l時間5分37  

秒）の資料中、2020例（教室談話1：991例、教室談話2：1029例）、32種類のフィラーが  

確認された。「ネ」が最も多く1086例（53．76％）、rエー」が鮨9例（14．飢％）、「マア」が243  
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例（12．03％）、「ハイ」が123例（6．09％）、「アノー」が101例（5．00％）3みられた。「ハイ」を  

フィラーに含める山根（2002）では、4種類の談話（講演の談話、留守番電話の談話、対話、  

電話の談話）のいずれでもフィラー総数に対して1％未満に過ぎない。一方で本稿ではフィ  

ラー総数の6．1％が「ハイ」であったことから、他の談話に比べても、多く用いられている  

と考えられる。  

【表1】出現した主なフィラー  

教室談話   割合（％）   教室談話  
割合（％）  2談話計  割合計（％）   

2  

アノー   26  2．63   75  7．29   101   5．00   

コニーー   140  14．13   149  14．48   289   14．31   

ニート   15  1．52   18   1．75   33   1．63   

ソノー   7  0．71   29  2．82   36   1．78   

ネ   541  54．59   545  52．96   1086   53．76   

ハイ   67  6．76   56  5．44   123   6．09   

マア   131  13．22   112  10．88   243   12．03   

その他   64  6．46   45  4．37   109   5．40   

合計   991  100、00   1029  100．00   2020   100．00   

4．教室談話における「ハイ」  

4．1話題の転換場面における「ハイJ   

資料中での「ハイ」は「それでは」や「それで」「で」「でね」のような接続泰現dが後続  

することが多い。教箋談話1では、67例中21例（31．34％）で、教室談話2では、56例中20  

例（35．71％）で「ハイ」のあとに上記のような表現が続く。これらの接続表現は、佐久間（2002：  

162・177）では、「話題開始機能」、「話題終了機能」に分類され、「で」は「話題継続機能」  

の「話をそらす機能」にも、「じや」は「話題継続機能」の「話を変える機能」にも分額さ  

れている。 ニのような接続表現と共起しやすいということは、話題が転換される場面（話題  

が開始する場面や話題が終了する場面）に現れやすいということがいえる。次の（1）は、「ハ  

イ」のあとに、「では」が挿入される場面の例である。  

3教室談話1、教室談話2の内訳は、「ネ」がそれぞれ541例（54．59％）、545例（52．96％）、「エー」が140  

例（14．13％）、149例（14．48％）、rマア」が131例（13．22％）、112例（10．88％）、「ハイ」が67例（6．76％）、56  

例（ふ44％）、rアノー」が26例（2．62％）、75例（7．29％）であった。  

4本稿では「接続表現」という用語を佐久間（2002：162）に従い、「文章・談話論における接続機能を有する  

語句の総称であり、品詞論の接続詞、接続助詞や構文論の接続語、接続句に相当する概念」として定義す  

る。  
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（1）  

海水面が下がると下に隠れていた陸地が出てきてネ こんなふうに陸続き  
1725  T8  

になるわけです ネ  

1万年前ごろに約 アノ 氷河期が終わりまして ネエー 氷が溶けて海の  
173  T  

水位が上がりました  

それで ネ つながっていた部分が水没して ネ 日本は島国になったわけで  
174  T  

すと ネ 氷河期  

鉦電議 175  T    嗣   彗濫㍊第謂窪淀・・濃接遇関親好壕 ，訪    ペン～ ，罠≡遮、．、ソ描．沼．岩く畳■■．■霹説爾野拓敬．一票拡  法認鍔一資ぷ、一∈Y‘醇開班  
176  T  今のは地面の話ですから ネ  

（教室談話1）   

先行文脈で、氷河期に日本と大陸が接していた理由を説明し、その後氷河期の終わりと  

ともに日本は島国になったという話をしている。そこで175が挿入され、176からの話題  

は、人間の話題へと移る。ここでは、ある話題から別の話題へと移る「話題の開始」の場  

面に挿入されているといえる。次の（2）も「ハイ」に「では」が続く場面である。  

（2）  

（教室談話2）   

先行文脈では、縄文時代の説明が行われている。そこで359が挿入され、361以降は、  

弥生時代の話題へと移っていく。ここでは、話題の終了を示していると考えられる。   

以上のように、「ハイ」は話題が転換する場面で現れやすく、「話題の開始」と「話題の  

終了」のどちらにも現れうることが分かる。4．1．1では、話題の完成との関わりで、このよ  

うな場面に現れる理由を考察する。  

4．1．1話題の完成を示す「ハイ」   

4．1で述べたように「ハイ」は、話題が終了する場面と、話題が開始する場面のどちらで  

5数字は、発話番号を示す。  

6アルファベットは発話者を表し、では教師を、Sは生徒を表す。  
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も現れる。どちらも、直前でひとまとまりの話題が終わり、次の話題へと転換される場面  

である。冨樫（2002：140）でも「ある程度話すべきひとまとまりの情報が完成している」場面  

で現れると述べているように、「ハイ」はひとまとまりの話題が完成したことを示している  

ようである。   

次の（3）、（4）の例でも、それが示される。（3）では先行文脈で「アウストラロピテクス」の  

誕生の話をしており、その特徴を説明している。その後「ハイ」を含む111を発話し、そ  

の後112以降では、アウストラロピテクスの話は終わり、クロマニヨン人の話へとうつる。  

また、（4）の例では、先行文脈で、旧石器時代の人々の生活や重要な遺跡の話をしており、  

245で「これが旧石器時代というお詣でした10万年前から約1万年前まで」と話を終え  

たことを明示的に示し、247以降は新石器時代の話へと移る。どちらも、話すべき話題が終  

わり、次の話題に移っていく場面である。そのため、ここでの rハイ」は伝えるべきひと  

まとまりの情報が完成したことを示すといえる。  

（3）  

（教室談話1）  

242  T   
このあとの時代にもそれぞれ代表する遺跡があるんですけど ネ どの遺跡  

がどの時代のものなのかどこにあるのかそれぐらい覚えててください   

243  T  この地図一枚ぺろっと覚えりや結構です ネ   

244  T  大事ですよ遺跡の場所と特徴は   

245  T   ■睾   

246  T  10万年前から約1万年前まで  

（教室談話1）   

上で述べたように「ハイ」が「ひとまとまりの伝えるべき情報が完成したことを示す」  

のであれば、内容がまとまっていなく、一つのトピックが続いているような場面では「ハ  

イ」が挿入されないはずである。ここで、内容が連続的な場面で「ハイ」を用いるとどう  

なるか考察する。次の（5）は、詰襟が連続している例である。先行文脈で旧石器時代の特徴  

として打製石器をあげる。その後、この時代の暮らしの特徴として採集をあげ、それらの  

説明をしているものである。ここでは「ハイ」は一切用いられていない。このように話題  

の連続している場面である（5）の219に「ハイ」を挿入したものが（5りである。  

（5）  
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採集というのはそのへんに ネ 生えてる木の実など草など食えそうなもの  
215   T  

を集めてきて食うってことですね   

216   T  つまり この狩りも採集も根っこの部分は一緒ですよね   

217   T  そこにあるものをもってくるんです ネ   

218   T  動物もそこにいるものをつかまえるんですね   

エー 木の実や野菜っていっていいものがあるかどうかは分かりませんが  
219   T  

ネ 植物などもそこにあるものをもってくる ネ   

（教室談話1）  

採集というのはそのへんにネ 生えてる木の実など草など食えそうなも  

215   T  
のを集めてきて食うってことですね   

216   T   つまり この狩りも採集も根っこの部分は一緒ですよね   

217   T   そこにあるものをもってくるんです ネ   

218   T   動物もそこにいるものをつかまえるんですね   

垂司エー木の実や野菜っていっていいものがあるかどうかは分かりま  
219   T  

せんがネ植物などもそこにあるものをもってくるネ  

（教室談話1、219に「ハイ」を挿入）   

（5りは、教室談話の教師の発話としては、私語の多い教室でない限り不自然7といえる。  

一方、（5）の215から218を同じにし、219にひとまとまりの話が終わっていることを示す  

表現8である「以上のように」を挿入した（5”）では「ハイ」が自然になる。  

（5，，）  

採集というのはそのへんに ネ 生えてる木の実など草など食えそうなも  

215   丁  
のを集めてきて食うってことですね   

216   T   つまり この狩りも採集も根っこの部分は一緒ですよね   

217   T   そこにあるものをもってくるんです ネ   

218   T   動物もそこにいるものをつかまえるんですね   

匹司以上のようにエー木の実や野菜っていっていいものがあるかどう  
219   T  

かは分かりませんが ネ 植物などもそこにあるものをもってくる ネ  

（教室談話1、219行目のみ作例）  

（5，）のように、一続きの連続する文脈のなかで「ハイ」を挿入すると不自然となり、そこ  

に、ひとまとまりの話が終わっていることを示す表現を挿入すると、「ハイ」が自然になる  

ことから、「ハイ」には「ひとまとまりの話題が完成したことを示す」ことがあるといえる。  

7（5）のいずれの発話文に挿入しても、不白熱こなる。  

8メイナード（2005：312）でも「総括」の接続表現とされている。  
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4．2 注意をひきよせる「ハイ」   

4．1では「ハイ」が「ひとまとまりの話題が完成したことを示す」ことを主張したが、本  

節では、それでは説明できない、rハイ」の機能を見ていく。（6）は、それまでの話を一度区  

切り、生徒に対して発間するという場面である。  

（6）  

261   T  ハイではまずは何をもって新石器時代とゆうかですね   

さっき旧石器時代は打製石器と言いましたけど当然新石器時代には何か  
262   T  

新しい石器がでてくるわけですね   

［板書をしながら］それは何かといいますとネ エー これまあみなさんが  

263   T        写すことを無視して書いてるので ネちょっと変ですけどエー 磨製石器  

と言われているものです   

264   T  、                                                                                                                  ■                            －    ■運 や   
265   S  磨く   

磨くそうですねつまり石をたたいて割るのではなくて磨いてけずって望み  

266   T      の形に近づけるとそういう エー 手法で作られたものを磨製石器といいま  

す  

（教室談話1）   

ここでは、263から266まで磨製石器の話題であり、「ハイ」が挿入された264の前後で、  

話題が異なるとは考えられないため、ここで「ひとまとまりの話題の完成」を示すとは、  

考えにくい。むしろ、この発話の後に続く265以降で、磨製石器の説明が続く。ここでは、  

263までは、講師が説明をしていたのに対し、264で発間をして返答を促すという「指示」  

をするために、一度流れを区切っている。「ハイ」には、石井（1997：23）で述べられている  

ように、「教師が次の指示のためにそれまでの流れを区切り、注目を引きつけるという機能」  

があるためだと考えられる。ここで、同じ場面で、発間とそれに対する生徒の応答を削除  

し、同じ場面に「ハイ」を挿入できるか考えてみたい。  

（6，）  

261   T  ハイではまずは何をもって新石器時代とゆうかですね   

262   T   
さっき旧石器時代は打製石器と言いましたけど当然新石器時代には何か  

新しい石器がでてくるわけですね   

［板書をしながら】それは何かといいますと ネ エー これまあみなさんが  

263   T         写すことを無視して書いてるので ネちょっと変ですけどエー 磨製石器  

と言われているものです   

266   T   
つまり石をたたいて割るのではなくて磨いてけずって望みの形に近づける  

とそういう エー 手法で作られたものを磨製石器といいます   

（教室談話1、264を改変、265を削除、266の一部を削除）  
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（6’）は、（6）の応答場面（264・265）を削除し、「ハイ」を挿入したものである。（6）よりも（6，）  

のほうが不自然に思われる。4．2で議論したように話題が連続している場面では、「ハイ」  

は現れにくいと考えられることから、話題が連続している場面である（6，）のような場面で「ハ  

イ」を挿入することが不自然になることが説明できる。しかし、（6）のように、話題が連続  

する場面であるのにもかかわらず、発間があれば「ハイ」の挿入が可能になる。また、次  

の（6”）のように、「ハイ」の後に、指示が続く場合も自然になる。  

（6，，）  

（教室談話1、264を改変）  

発問や指示がある場面とない場面を比較すると、発間や指示のある場面のほうが「ハイ」  

の使用がより自然になることから、「発間」や「指示」と何らかの関わりがあると考えられ  

る。「発間」や「指示」といった行為は、生徒の注目をひきつける必要があるが、これらの  

行為が行われる場面で「ハイ」が現れるということは、石井（1997a）で言及されているよう  

に、「ハイ」には、「注意をひきよせる機能」があるといえる。また、「ハイ」の後に、大切  

な事項が続くこともある。その場合は、「大事ですよ」のような表現が前後に明示的に示さ  

れる。したがって、「ハイ」は、後続する要素が大切な事柄であることを示すマーカーにも  

なり得ると考えられる。   

また、「ハイ」は（7）のように「それた請願を元に戻す」場面で用いられることもある。  

（7）  

618  T  だから今でいうところの ソウダナア 村とも違うなあ行政じやない   

619  T  暴走族グループ   

620  T  いっちやえば ネ 暴走族ですね   

621  T  暴走族はまわりの暴走族をやっつける際に大きくなる   

622  T  そんなイメージ ネ   

623  T   
実際 ソノネ また国の指導者は豪族や王となって力を持つようになった  

ネ   

この豪族や王ってのははっきりいって今言ったように暴走族団のトップぐ  
624  T  

らいの エー 意味でしかないわけですね   
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（教室談話2）  

（7）では、強い村が弱い村を従えてそれが次第に国になるという文脈で、619から625で  

は暴走族を例に説明している。そこで625の「ハイ」が発話され、話は618以前の諸に戻  

る。つまり一度そらしてしまった話を、元に戻す場面であると言えるだろう。そのような  

場面で「ハイ」が挿入されるのは、「ハイ」には「それた話題をもとに戻すマ←カー」とし  

てはたらく機能もあるといえる。  

4．3 話題の完成を示す「ハイ」と注意を喚起する「ハイ」との関わり   

4．1、4．2で、「ハイ」には大きく「ひとまとまりの話題が完成したことを示す」機能と、  

「注意をひきよせる」機能があることを述べた。本節では、これらの関係を考察する。ど  

ちらの機能も、授業を教師の意図通りに進めていくことと密接に関わっている。前者は、「ハ  

イ」を挿入することで、大きな授業という枠組みのなかに、組み込まれる各話題が終わっ  

たことを示すことで、聞き手が次の話を聞く準備をすることができる。また、話題の切れ  

目がどこか分かることで、授業の内容をより理解しやすくなる。それにより、聞き手の意  

識を教師の意図するある話題に集中させることができる。また、後者では、教師の意図す  

る質問や指示をするため、話していた話題を叩一度区切り、聞き手に発話をさせる。   

また、どちらの機能も、授業の流れを一一度区切る場合に用いられている。応答詞ではな  

い「ハイ」の本質的な機能として、「話を〟度区切る」という機能があり、それにより、上  

述したような機能が現れてくるのだと考えられる。  

4．4 教室談話における「ハイ」の機能   

4，1から4．3で述べてきたことをまとめると次のようになる。まず4．1で述べたように、  

「ハイ」は話題の転換場面で現れ、ひとまとまりの話題がある程度完成したことを示す。  

また、4．2で述べたように、「ハイ」は、一度流れをとめ、聞き手の注意をひきつけ講師の  

意図通りに次の指示や質問をしたり、大切な事項を述べるマーカーとなる。また、それた  

話題を元に戻すマーカーとしてはたらいたりするといえる。これらの機能をまとめると（8）  

のようになる。  
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（8）教室談話における「ハイ」の機能  

話題完成：話題の転換場面で現れ、ひとまとまりの話題がある程度完成したことを示す  

注意喚起：a．聞き手の注意をひきつける機能  

a・1．講師の意図どおりに、次の指示や発間をする（発間・指示）  

a・2．大切な事項を述べるマーカーとなる（重要項目）  

b．それた話題を元に戻すマーカーとしてはたらく（軌道修正）  

本稿で分析した資料で、出現した「ハイ」の出現回数をまとめると表2のようになる。  

【表2】出現した「ハイ」の機能  

話題完成   
注意喚起  

指示一発問  重要項目   軌道修正   
その他  計  

出現回数（回）   82   10   6   15   7   120   

割合（％）   68．33   8．33   5．00   12．50   5．83  100．00  

表2からも、教室談話において、話題の転換を示す機能は、中心的機能といえるだろう。  

話題の転換を示す「ハイ」が多数を占める（68．33％）ことが分かる。一方、「指示・発間」や  

「重要項目」は聞き手の注意をひきつける機能に分類され、合計すると16回（13．33％）現れ  

ている。本稿で用いた資料は、教師が生徒に答えさせる場面が少ない（ほとんど教師の詣で  

授業が進む）ため、指示・発開場面における、「ハイ」は少なかったと考えられるが、他の教  

室談話を用いた場合、傾向が変わることも考えられる。  

5．まとめと今後の課題   

本稿では、応答詞でない「ハイ」が教室談話に特有であるという観点から、その機能を  

明らかにすることを試みた。本稿で明らかになった点を以下にまとめる。   

① 話題の転換場面で現れ、ひとまとまりの話題がある程度完成したことを示す機能が  

ある。   

② 聞き手の注意をひきつけ、諦師の意図通りに、次の指示や発間をしたり、それた話  

題を元に戻すマーカーとしてはたらくというような機能がある。   

「ハイ」を教師が挿入することによって、聞き手である生徒が、教師の話を理解するの  

に役立っているのではないかと考えられる。そして、これは、誰に教わるともなく、教師  

が無意識のうちに行っている。   

たとえば、①では「ハイ」が挿入されることによって、そこでひとまとまりの話題が終  

わったことを認識でき、理解が助けられる。教室で授業を受ける者にとって、話題がどこ  

で区切れるかを認識できる。そして、そこまでの内容が理解できているか自己確認し、次  

の話題への準備ができる。しかし「ハイ」が挿入されないと、どこで話題が区切れるか分  
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からなくなってしまい、自己確認の機会を失ってしまい、理解できているのかどうかも分  

からずに進めてしまう。また、②も、教師が発間や指示などをするときに、その前段階と  

して、聞き手の注意をひきよせることができる。   

「ハイ」がこのように用いられることを知ることで、非日本語母語話者が、教師の発話  

を理解したり、教師の指示に注意をしたりするのに役立つ。   

本稿で、分析した資料は、1名の談話に過ぎず、上で述べたことが、普遍的にいえるか  

どうかを見極めるには、さらに資料を増やしていく必要がある。   

また、本稿で述べたように、教室談話では「ハイ」は限定的な機能をもって用いられ、  

どちらの機能においても、一度、話を区切る場面に出てくることから、「ハイ」には談話を  

管理していくことと密接な関わりがあると考えられる。従って、談話管理の観点から、「ハ  

イ」の役割を考察していく必要があると考えられる。   

本稿では、教室談話における機能を述べたが、なぜ「ハイ」が他の談話に比べ、教室談  

話に現れやすいのかを説明できていない。（8）のような機能を持つのであれば、中心的機能  

のような役割を持っ「ハイ」が発表や講演などで、現れるはずだが、実際はほとんど出て  

こない。ここで述べた機能には、発話された情報に深い関わりがあると考えられるため、  

何らかの聞き手に対する情報配慮の有無により、変わってくるのではないかと考えられる  

が、仮説の域を出ない。今後さらに資料のバリエーションを増やし、考察していく必要が  

ある。  
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